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「電験三種に登場する三つのオメガ（ω）を学ぶ」 

時計のオメガはΩのマークですが、われわれの電験三種に登場するオメガはω

の記号です。ギリシャ文字では、omega の大文字をΩ、小文字をωで表します。 

今回は、小文字の方のωについて、電験三種で登場する三つの場面を学ぶこととします。 

ωの定義 

角周波数 ω 角速度 ω 立体角 ω 

スカラー量 ベクトル量 スカラー量 

交流回路計算に登場 回転機に登場 照明計算に登場 

周波数ｆを用いて表す 回転速度Ｎを用いて表す 照射角の半分θを用いて表す 

１秒間に移動する角度がωです！！ 

ｔ［ｓ］間に移動した角度がθ［rad］であれば、  
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ω＝２π（１―cosθ） 
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登場場面 

誘導性リアクタンス ωＬ 

容量性リアクタンス 
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瞬時値 Ｅｍsin（ωｔ±φ） 

 

登場場面 
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Ｎが Ns（同期速度）の場合には、 

２πＮｓ

６０
をωｓと書き、同期角速

度といいます！！ 

②回転体の周辺速度 

ｖ＝ｒω［ｍ/ｓ］ 

登場場面 

円形テーブルの平均照度 

Ｅ＝
Ｆ（テーブルへ照射する光束）

Ｓ（テーブルの面積）
 

＝
𝛚Ｉ

𝛑ｒ
２
＝

２𝛑(１−𝐜𝐨𝐬𝛉)Ｉ

𝛑ｒ
２

 

＝
２(１−𝐜𝐨𝐬𝛉)Ｉ

ｒ
２

［ℓｘ］ 

（Ｉ：光度［ｃｄ
カンデラ

］） 

固有角周波数ωｎは、自動制御

の二次遅れ要素で登場します 

（参考）角加速度（α）という用

語もあります α＝ｄω/ｄｔ 

 

最後に一句   「いざオメガ、混戦せずに、覚えよう」            

 


